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【序論】乳幼児の離乳を手助けする目的で様々なベビーフードが市販されている。ベビー
フード中には乳幼児の成長を促進させるために必要な生体必須元素が含まれている。し
かしその一方で、人体にとって有害な重金属元素が検出され問題となることもある 1)。
そこで本研究では、食の安全性を確認するために、ベビーフードに含まれる微量金属元
素の調査に適した分析法を検討し、異なる国のいくつかの会社から販売されているベビ
ーフードに含まれている重金属元素の濃度分析に適用した。 
【実験・結果】本研究では、試料として日本、中国、タイの3か国で販売されている10種類のベビ
ーフードを用いた。これらの試料に 61 wt.%硝酸を加え、マイクロウェーブ分解装置を用いて加熱
分解した。その後、ホットプレート上で蒸発乾固し、2 wt.%の硝酸に再溶解してマトリックス成分
をそろえ、誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）及び発光分光分析装置（ICP-OES）を用いて
14種類の元素（Ti, V, Cr, Mn, Fe, Co, Ni, Cu, Zn, As, Sn, Cd, Sb, Pb）の濃度分析を行なった。  
それぞれ牛そぼろ、まぐろ、白身魚、野菜、鮭を原料とする日本で販売されている5種類のベビ
ーフードの分析を行った。その結果を図 1に示す。FeやZnなどの必須元素はどのベビーフードで
も同程度で含まれているが、ヒ素はまぐろや白身魚、鮭といった魚を源材料とするベビーフードに
比較的多く含まれていた。これは、これらの魚が海水中に含まれているヒ素を生物濃縮しているた 
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図 1．日本で販売されている 5種類のベビーフードに含まれる元素の濃度 (ppm) 
めと考えられる。日本ベビーフード協議会では、魚介類を含むベビーフード中のヒ素濃度を1.0 ppm
以下とする自主規格を制定しているが、本研究での測定結果はこの値よりも有意に低いものである。
また、野菜を原材料とするベビーフードのAs, Cd, Pbの濃度は、肉や魚を原材料とするベビーフー
ドに比べて低くなっている。一方で、牛そぼろは比較的高い濃度のSnを含有している。 
次に、中国とタイで販売されている5種類ベビーフードの分析を行ない、日本のものと比較した。
中国のベビーフードにはFe, Znが添加されており、日本やタイのものと比べて濃度が高くなってい
る。また、それぞれの試料について、標準物質である玄米中微量元素濃度で規格化した各元素の存
在度を図 2 に示す。V や Pb などでは測定試料中での含有量が低かったために、ベビーフード中の
存在度が見かけ上高い値になったが、その他の元素では、概ね主食のコメと比較してもその存在度
は低い。体の小さな幼児のための離乳食ということが考慮されている結果であると考えられる。 
 
 
 本研究で測定したベビーフードについては、日本、中国、タイのいずれの国で生産されたベビー
フードも、日本のベビーフード協議会の定める規格を超える重金属元素濃度を含むものはなく、安
全性が保たれていることがわかった。今後も食の安全性を確保するために、食品中重金属元素濃度
のモニターを続けていく必要がある。 
 
 
1) https://edition.cnn.com/2019/10/17/health/baby-foods-arsenic-lead-toxic-metals-
wellness/index.html 
図 2．玄米中元素濃度で規格化した中国とタイのベビーフードに含まれる元素存在度 
